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■目簾をつけて権を引 くようす 「北越志」より
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●民俗知識用旦
ハ

医療施設に遠しヽ地域に住んで、最も気にかがることは

病人や怪我人の発生であつた。医師 |こ往診してもらうに

しても＼車の通行など思いもよらない時代であり、送り

迎えには人手 |こ頼らな<てはならない。しかし急患を病

院へ運ぶとなると＼一時の猶予も許されない。それが大

雪の夜中ともなれば＼△ラ中を挙げての大騒動になる。

そんなことがら病気になつても＼よ<よ <耐えられな

くなる誅で自宅での手当で時を凌いだ。とは言つても、

医療の知識もなければ薬もない、富出の薬屋の置き薬や＼

言い伝えられている民間薬を、あれこれ用いてみるしか

受 け継が れ る知 恵

ない。こんな中で熊の胆などは万能薬のように珍重され

たが、入手も容易でな<金額も高価であつた。

また＼冬の厳しい寒さで、子供たちはユキヤケ (シモ

ャケ=軽度の凍傷)に＼水仕事の多い主婦たちはヒ虜
・

アカギレになり易がつた。風邪で併発しがちな百日咳な

どには特効薬もな<、 寒風を防ぐための処置<らいしか

できなかつた。また、春彼岸のころがら始誅る雪上での

作業では、強い紫外線と寒い風で眼を痛める人が多かつ

た。人では＼民間療法的な方法での予防処置や一応の手

当で痛みをこらえながら、その時季を凌いだ。

義■■●名| ■症 1,ミ ||| 爾 藤 夢 毒 醸 二量

ユ|キ|ヤ|ケ

ア|力|ギ ||レ

キ

強い紫外線の作用による眼

の障害。

長時間、雪中で作業した後

などに起こる結膜の充血・角

膜の混濁・痛み 。涙などの症

】犬。

ユキヤケ (雪焼け)と は、

寒さにより手足の皮膚血管が

麻痺・鬱血 して、赤紫色にな

り、腫れてかゆみがでたり、

あるいは崩れたりする症状。

ヒビは、寒さにより皮膚が

細か く割れることで、アカギ

ー レは、指や足の角質の厚い部
1 分が乾燥 して割れ目を生 じた

1 状態をいう。

〔予 防 法〕

・メスダレを着用する。

〔治 療 法〕   さ
。眼にチチ (母乳)を注す。

・硼酸水で眼をタデる (洗 う)。

・ホオズキを煎じて眼をタデる。

・ウダイスの卵を潰し油紙に塗って乾燥させたものを

ツバで溶かして眼にすりこむ。

。干した八ツロ鰻を焼いて食べる。

・付本に墨で眼の絵を描き、三方に別れた道に置 く。

あるいは川に流す。 (l艮病一般に効く)

〔予 防 法〕

テホイ 。テッコウを手に着用する。

初雪を融かして沸かした湯で手を温める

はユキヤケにならない。

〔治 療 法〕

スギヤニを塗る。

マツヤニを塗る。

その年

ケンポ (ケ ンポナシ)の実を潰 し、その汁を塗る。

雪を融か して沸かした湯でタデる。

腹|■■痛

〔治 療 法〕   ぁぶ
ジロ (イ ロリ)で焙つた大根を腹にあてて温める。

熊の胆を服用する。

〔治 療 法〕

真綿の首巻を着用する。
,炒って温めた塩をテヌグイに包んで首にあてる。

風■■1邪 (の どの痛み 。咳 )
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春木山と雪眼

春彼岸のころから雪Шにア、って手を■つ＼それを橿で運ぶ作業を春本Шと
いう。この時季になると＼そ■二根らず雪上での仕事が日常のことになるの

ビ碁職肩セρ[雷蒼民層を言⑮晶曇ま:F量源モぶE層憲曇ξ虐[雪:書 g。

メスグレ 8-2
147× 26 3Cm 紐全長82Cm 5,
麻・木綿 速光具

メスダレ 8-3
173× 26 3Cm 紐全長83 5Cm 16 9
麻・本綿 速光具

シ ョビン 8-7
胴径 7 3Cm 全高16 5Cm
陶器 漫瓶(排尿便器 )
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〔雪眼除け等用具〕

メスダレ 8-|
67× 25Cm 紐全長83 5Cm 59
麻・木綿 速光具

ユキメガネ 8-4
横幅 12 5Cm レンズ径4 8Cm
ガラス 。その他 速光具

タデ ドウグ 8-5
茶碗径10 7Cm 箸長さ22 6Cm
陶器・木 雪眼治療用具

上
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■真綿の首巻を着用 した子供

〔風邪治療用具〕

マワタクビマキ 8-9
全長50Cm i5 9

真綿 喉の保温用

〔雪焼け予防。治療用具〕

テヌグイ 8-0

柔驚
92准

房棋温奮僧督ふf層を要北て首に巻く

ムニコウイレ 8-6

緞農lttC脱」蹴墓条・
m厚さ0● m

テホィ 8-‖
長さ 3 4Cm 幅 9 cm 09(片 方)
ネル 手覆い 子供用

言ξ91Z僧献争m Юば片劫
ネル 手覆い 子供用

テッコウ 8-4
長さ 5 1Cm 幅 7 6Cm 69(片方 )
ネル・木綿 手覆い

貴 |==「FPそ
重馨韮電李壁Ю炉重三≧
誤i111言已言:][亀
:ξξl'1菖量彗詈彗甚ち量
=´
言■====■■菫´■
子導 電lttl詈亀鷲菫
|■筆■■■●ィ

=」
■姜

蛉 芍 雉
魏

■テホイをつけた状態
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〔その他用〕

ドビン 8-8
胴径 9 5Cm 全高20Cm
陶器 (素焼)煎 じ薬用上瓶

クス リブクロ 8-20
37× 26Cm

紙袋 売薬配置用袋
クス リバ コ 8-24
265× 21 1Cm 局さ‖ 6Cm
桐 売薬配置用箱

クス リバ コ 8-22
27× 222帥  高さ 3 2Cm
桐 売薬配置用箱

クス リバ コ 8-23
205× 6 5Cm 高さ9 5Cm
桐 売薬配置用箱

富出の薬屋

「トヤマ」と言えば、それは薬屋のことであつた。い

わゆる配置薬 (置き薬)を専門 |こ売り歩<行商人である。
大きな重ね行李を黒い大風呂敷に包んで、年に三度<ら
いやつて来ては、各家 |こ適当に見つ<ろつた薬を置いて
いき＼次 |こ訪れた時に使つた分だけ集金して回る。

トヤマは＼人々ともすつかり顔目染みで気ナじも知れて

いる。それに紙風船などの上産を持つて<るので、子供
たちにも人気があつた。喉に真綿を巻いたり、ユキヤケ

の手にテホイなどしていると＼それなりの薬を置いてい

<。 無二膏などもそれであつたろう。

人ではユキメをタデたり＼煎じ薬を飲//2ではいても＼

トヤマの薬に頼つてみたい気にもなつた。はじめは紙袋

(薬袋)であつても、使う量がるい家は、ヨ1出 し付きの

桐の薬箱に変つていつた。病状にもよるが、即効性は確

かに新薬の方どあつたのだろうと思う。

それはともがくとして、医療施設から遠い雪中住誅い

の雪国の人でにとつては＼一応の安サb感がトヤマにはあ

った。
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●民俗知識用具品目一覧 針2味〉

●雪眼除け等用具 :メ スダレ・ユキメガネ・タデドウグ・ショビン

●風邪治療用具 :マ ワタクビマキ・テヌグイ ●雪焼け予防・治療
用具 :テ ホイ・テッコウ・スギヤニイレ・ムニコウイレ ●煎じ薬
用具 :ド ビン・クスソナベ ●その他用 :ク スソブクロ・クスリバ
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